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御み

け

つ

く

に

食
国
で
「
食
」
を
満
喫

御食国若狭おばま

食育・食文化の祭り

　

市
制
施
行
五
十
五
周
年
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
五
周
年
を
記
念
し
、

十
月
六
日
〜
九
日
に
か
け
て
「
御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
育
・
食
文
化
の
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
六
日
は
関
係
市
町
を
招
い
て
御
食
国
サ
ミ
ッ
ト
と
全

国
食
の
ま
ち
づ
く
り
大
会
が
、
七
日
〜
九
日
は
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
特
設
会
場
（
川
崎
三
丁
目
区
）
を
中
心
に

行
わ
れ
、
約
九
万
七
千
人
が
食
の
祭
典
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

食
育
・
食
文
化
の
祭
り
推
進
室　

☎
内
線
２
７
６
へ

３県６市町が協定書を交わした御食国サミット

全国食のまちづくり大会は 22 府県 46 市町が参加

買ったばかりの魚を七輪で…おいしいね

２足歩行ロボットアシモと食育

一流シェフから料理を教わりました

楽しい話とおいしい料理をいただいた食談会

セリの気分を味わった素人セリ市

中国雑伎の華麗な技に大きな拍手 嶺南市町が地元をＰＲ ○×クイズで小浜通を競いました

観客を魅了した YOSAKOI 祭り

辰巳琢郎さんの講演 思い出の缶詰づくり

学校給食フェア

若狭おばまミニ大漁市 御食国寄席

杉田あきひろさんの

ミニコンサート

物産展では若狭塗箸も並びました
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「
地
域
生
活
支
援
事
業
」

が
始
ま
り
ま
し
た
！

　

四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
障
害

者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
十

月
か
ら
市
町
村
が
地
域
の
特
性

に
合
わ
せ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
「
地
域
生
活
支
援
事

業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
新
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

☎
内
線
１
８
７
へ

障害の
ある人

が

安心し
て暮ら

せる

ように

 

地
域
生
活
支
援
事
業

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
て

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
相
談
支
援
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
サ
ー
ビ
ス
、
日

常
生
活
用
具
の
給
付
な
ど

を
市
独
自
に
行
い
ま
す
。

【
下
記
の
表
を
参
照
】

ホームヘルプのうち
外出介護

介
護
給
付

ショートステイ
（日帰り利用のみ）

障害者デイサービス

精神障害者地域生活
支援センター

障害者生活支援

日常生活用具給付

手話通訳者などの派遣

訪問入浴サービス、自動
車運転免許取得、自動車

 改造助成　ほか

地
域
生
活
支
援
事
業
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

移動支援

日中一時支援

地域活動支援センター

相談支援

日常生活用具給付など

コミュニケーション支援
（手話、要約筆記奉仕員

などの派遣）

訪問入浴サービス、自動
車運転免許取得、自動車

 改造助成　ほか

10 月から 9月まで 【
地
域
生
活
支
援
事
業
の
内
容
】

　

日
常
生
活
用
具
の
対
象
品
目
を
見
直
し

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

内
容
、
対
象
者
に
大
き
な
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
以
下
の

よ
う
に
日
常
生
活
用
具
の
対
象

品
目
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

＊

◇
補
装
具
か
ら
日
常
生
活
用
具

　

に
移
行
し
た
も
の

　

点
字
器
、
頭
部
保
護
帽
、
人

　

口
咽
頭
、
歩
行
補
助
杖
（
一

　

本
杖
の
み
）、
収
尿
器
、
ス

　

ト
マ
用
装
具

◇
日
常
生
活
用
具
か
ら
補
装
具

　

に
移
行
し
た
も
の

　

重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装

　

置
◇
サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ
れ
た

　

も
の

　

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
杖

◇
サ
ー
ビ
ス
が
廃
止
さ
れ
た

　

も
の

　

浴
槽
（
湯
沸
器
）、
パ
ー
ソ

　

ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
色

　

め
が
ね

　

利
用
料
は
、
今
ま
で
と
同
じ

よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

に
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊

《
移
動
支
援
》

　

身
体
介
護
を
伴
う
場
合

　
　

…
四
百
円

　

身
体
介
護
を
伴
わ
な
い
場
合

　
　

…
百
五
十
円

《
日
中
一
時
支
援
》

　

四
時
間
未
満　

…
二
百
円

　

四
〜
八
時
間　

…
四
百
円

　

八
時
間
以
上　

…
六
百
円

《
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
》

　

無
料
（
実
費
が
必
要
）

《
相
談
支
援
》

　

無
料

《
日
常
生
活
用
具
給
付
》

　

一
割
（
定
率
負
担
）

《
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
》

　

無
料

《
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
》

　

三
百
五
十
円

給　与

●毎月決まって
支給されるもの

●特別な職務や
特殊な勤務につ
いたときに支給

 されるもの

●臨時に支給さ
 れるもの

管 理 職 手 当

特 殊 勤 務 手 当

時間外勤務手当

期 末 勤 勉 手 当

退　職　手　当

住　居　手　当

扶　養　手　当

給　　　　　料

通　勤　手　当

ー職員給与の仕組みー

経験年数 10 〜 15 年 15 〜 20 年 20 〜 25 年

大学卒 266,700 円 329,700 円 382,300 円
高校卒 235,600 円 282,600 円 328,400 円

期末手当 勤勉手当 計

  6 月 1.4 カ月 0.725 カ月 2.125 カ月
12 月 1.6 カ月 0.725 カ月 2.325 カ月

計 3.0 カ月   1.45 カ月   4.45 カ月

小浜市 国

大学卒 159,700 円 170,200 円
高校卒 138,400 円 138,400 円

平均給料月額 平均年齢

一般行政職 341,400 円 42 歳 10 カ月
技能労務職 321,400 円   55 歳 6 カ月

自己都合退職 勧奨・定年退職

勤続 20 年   23.5 カ月 30.55 カ月
勤続 30 年   41.5 カ月   50.7 カ月
最高限度額 59.28 カ月 59.28 カ月

月　額 期末手当

市　長 920,000 円

  6 月…1.6 カ月

12 月…1.7 カ月

副市長 750,000 円
収入役 650,000 円
議　長 440,000 円
副議長 370,000 円
議　員 350,000 円

職員給与の公表
　平成 18 年４月１日現在の給与の状況、職員
数と人件費を公表します。職員の給与および定
員については、「小浜市人事行政の運営等の状
況の公表に関する条例」に基づき、その詳細を
市公式ホームページで公表しています。
■問い合わせ　総務課　☎内線 354 へ

※市職員に支給される給与は、地方自治法と地方公務員法に
基づき、市議会の議決を経て市の条例で定められています。

ー給料と手当ー

●一般行政職員の経験別、学歴別平均給料月額

●一般行政職員の学歴別初任給

●職員の平均給料月額と平均年齢

●期末、勤勉手当

●退職手当

●特別職の報酬、手当

●通勤手当

金　額

交通機関利用の職員 6 カ月の定期額を一括支給
通勤距離が２㌔以上 2,000 円〜 24,500 円

金　額

配偶者 13,000 円
配偶者以外 2 人目まで   6,000 円

その他   5,000 円

●扶養手当

●住居手当

金　額

持ち家に居住（新築から 5 年間） 2,500 円（世帯主のみ）
借家に居住   限度額 27,000 円

●特殊勤務手当

　昨年度、手当内容の見直しを行い、6 手当を廃止、5 手
　当を日額化、４手当を減額しました。手当は 15 種類。

ー給料と手当ー

●職員給与費（平成 18年度当初予算）

金　額

給　　料 15 億 2,802 万円
職員手当   7 億 9,870 万円

計 23 億 2,672 万円
1 人当たりの給与費 　　　  632 万円

●部門別職員数（各年 4月１日現在）

職員数

平成 16 年 平成 17 年 平成 18 年

一般行政関係 273 人 271 人 268 人
特別行政関係   67 人   57 人   56 人
公営企業関係   40 人   39 人   41 人

計 380 人 367 人 365 人

●職種別職員数（平成 18年 4月１日現在で教育長を除く）

職員数

部長、部次長、課長、主幹   51 人
課長補佐   70 人

主査、保育士など 210 人
技能労務職   33 人

計 364 人

●人件費（平成 17年度普通会計決算額）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）

150 億 7,751 万円 30 億 1,119 万円 20.0％

※
移
動
支
援
、
日
中
一
時
支
援
は
一

時
間
当
た
り
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

は
一
回
当
た
り
の
料
金
で
す



津
田
晴
子
行
政
相
談
委
員
が

　

「
総
務
大
臣
表
彰
」
を
受
賞

　

総
務
省
で
は
、行
政
相
談
委
員
（
※
注
）

と
し
て
永
年
そ
の
職
に
あ
り
、
委
員
と
し

て
の
業
績
が
顕
著
で
他
の
模
範
と
な
る
人

に
対
し
て
、
総
務
大
臣
が
表
彰
を
行
っ
て
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情報ボックス

●
温
水
プ
ー
ル
を
よ
く
利
用
し
て
い
ま

す
。
十
月
か
ら
来
年
一
月
ま
で
天
井
改

修
工
事
を
行
う
そ
う
で
す
が
、
も
う
少

し
短
く
で
き
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ
も
温
水
プ
ー
ル
を
ご
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

つ
り
天
井
の
改
修
工
事
は
、
福
井
県

が
地
震
対
策
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で

す
。
県
の
都
市
整
備
課
へ
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、

　
「
工
事
は
、
プ
ー
ル
の
水
を
す
べ
て

抜
き
取
り
、
室
内
全
体
に
足
場
を
組
ん

で
天
井
材
の
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
約
三
カ
月
の
期
間
が
必
要

で
す
。
そ
の
後
、
約
一
カ
月
間
か
け
て

工
事
の
完
成
検
査
、
試
運
転
や
調
整
、

水
質
検
査
な
ど
を
行
う
の
で
、
営
業
再

開
は
来
年
二
月
に
な
り
ま
す
」。

と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、
県
に
対
し
で
き

る
だ
け
工
期
が
短
く
な
る
よ
う
要
請
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
に
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
工
事
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
温
水
プ
ー
ル
）

「法律相談」こんなときどうする？

【Ｑ】交通事故にあい、加害者の保
険会社から賠償金を受け取ること
になったのですが、提示された金
額に納得できません。賠償金額は
どのようにして決まるのですか？

【Ａ】交通事故については、被害
者をできるだけ早く救済するた
め、賠償金額の計算方法が定型化
されています。
①積極損害…治療費、入院雑費、介護費など。実  
　際の支出額、または標準的な価格に基づいて計
　算します。
②消極損害…仕事を休んだときの給料補償。将来
　の収入減少が予想される場合はその減額分の補
　償。直前の収入額やけがの重さ、今後働ける年
　数を考慮します。
③慰謝料…精神的な苦痛に対する謝罪金。治療に
　要した期間、後遺症の有無や程度を考慮します。
　なお、保険会社が提示する賠償金額は、弁護士

や裁判所の基準よりも２〜３割ほど少ない場合が

あります。金額に納得がいかない場合はご相談く
ださい。
■問い合わせ　同法律事務所　☎ 53・2018 へ

小浜ひまわり基金
法律事務所弁護士

大伴  孝一 さん

●
若
狭
霊
場
を
利
用
す
る
場
合
、
職
員

へ
の
心
付
け

4

4

4

が
必
要
だ
と
聞
き
ま
し
た

が
本
当
で
す
か
。

▼
若
狭
霊
場
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
条

例
で
定
め
た
料
金
を
支
払
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
た
め
、
心
付
け
は
一
切
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
の
対
応
や
サ
ー
ビ

ス
は
、
ど
な
た
が
利
用
さ
れ
て
も
同
じ

よ
う
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
心
付
け
は
必
要
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
利
用
者
に
周
知
す
る
た
め
、
今
後

霊
場
内
に
張
り
紙
を
し
て
趣
旨
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
職
員
に
も
心
付
け
は

絶
対
に
受
け
取
ら
な
い
よ
う
徹
底
さ
せ

ま
す
。

（
環
境
衛
生
課
）

　

ご  

意  

見  

箱

　

 

ご
意
見
箱
は
、
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
と
市
民
サ
ー
ビ

 

ス
コ
ー
ナ
ー
（
つ
ば
き
回
廊
業
務
棟
一
階
）
に
設
置
し  

 

て
あ
り
ま
す
。
ご
意
見
お
待
ち
し
て
い 

ま
す
。

　

〜
お
願
い
〜

　

個
別
に
対
応
で
き
る
ケ
ー
ス
で

は
、
確
か
な
お
答
え
を
し
た
い
の
で

記
名
を
お
願
い
し
ま
す
。

小浜城とゆかりの人物　①京極高次

　慶長５（1600）年９月15日、東
軍を率いた徳川家康は、関ケ原で
石田三成の指揮する西軍を破り天
下を取りました。この戦いで、京
極高次が１万を超える西軍を近江
大津城に引き付け、関ヶ原へ向か

　　　　　　　わせなかった功績により小浜藩主
　　　　　　　となり、京極氏の再興を果たすと
ともに、若狭一国８万５千石を得て後瀬山城に入
りました。
　京極高次の領知高は、翌慶長６年には近江高島
郡のうちで７千石を加増されて９万２千石余りと
なりました。これにより、南北両河川の中洲に小
浜城（雲浜城）の築城に取りかかりました。高次
は、まず家臣の安養寺三郎左衛門と赤尾伊豆守に
命じて城の縄張りを行わせ、船持ちの領民に蘇洞
門石を運ばせて基礎を築かせました。
　しかし、京極氏が在城中の34年間に進めた築城
工事は、幕府から課せられた江戸城の普請役など
でなかなか進まず、天守台を含む石垣や内堀など
が築かれたのみでありました。

■問い合わせ　世界遺産推進室　☎内線441へ

八
百
比
丘
尼
の
ア
ニ
メ
完
成

　

人
魚
の
肉
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
八
百
歳
ま
で
生
き
た
と
い
う
八
百
比

丘
尼
伝
説
。
全
国
を
行
脚
し
て
貧
し
い
人

を
助
け
、行
く
先
々
で
椿
を
植
え
て
回
り
、

八
百
歳
で
空
印
寺
の
洞
穴
に
入
定
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。＊

　

八
百
比
丘
尼
伝
説
「
歴
史
と
ロ
マ
ン
の

ま
ち
」
実
行
委
員
会
で
は
、
そ
の
不
老
長

寿
伝
説
を
生
か
し
、
不
老
長
寿
の
ま
ち
若

狭
小
浜
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
八
百
比
丘
尼

の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
約
七
分

間
）
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

日
本
む
か
し
話
の
よ
う
な
紙
芝
居
風
の

も
の
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ど

な
た
で
も
楽
し
め
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま

す
。

DVD 八百比丘尼物語

【
活
用
方
法
】

・
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏ
の
広
報
企
画
番
組
の
次

　

に
放
送

・
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
全
国

　

に
発
信

・
市
内
外
で
の
食
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど

　

で
紹
介

・
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
教
材
と
し
て

　

活
用

　

十
月
八
日
に
は
、
食
育
・
食
文
化
の
祭

り
メ
ー
ン
会
場
で
ビ
ジ
ョ
ン
カ
ー
を
使
っ

た
試
写
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
調
整
課　

☎
内
線
３
４
４
へ ビジョンカーを使った試写会

津
つ だ

田 晴
は る こ

子さん

（駅前町・72 歳）

い
ま
す
。
本
年
度
は
、
平
成
元
年
四
月
か

ら
行
政
相
談
委
員
を
さ
れ
て
い
る
津
田
晴

子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

市
長
室　

☎
内
線
３
２
５
へ

（
※
注
）
…
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
意
見
、

要
望
な
ど
に
応
じ
て
、
そ
の
解
決
や
実
現

の
促
進
を
図
り
行
政
運
営
の
改
善
に
反
映

さ
せ
ま
す

京極高次肖像

（清滝寺蔵）

給
食
食
材
生
産
者
マ
ッ
プ
を
設
置

　

中
名
田
農
産
物
生
産
グ
ル
ー
プ
か
ら
給

食
の
食
材
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い
る
中

名
田
小
学
校
。
生
産
者
に
感
謝
の
気
持
ち

を
表
す
た
め
、
同
校
玄
関
前
、
中
名
田
公

民
館
前
、
中
名
田
児
童
館
前
の
三
カ
所
に

「
給
食
食
材
生
産
者
マ
ッ
プ
」
を
設
置
し

ま
し
た
。縦
九
十
㌢
、横
百
八
十
㌢
の
マ
ッ

プ
に
は
、
同
校
周
辺
の
地
図
に
生
産
者
九

人
の
似
顔
絵
と
畑
の
場
所
が
表
示
し
て
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

食
の
ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
内
線
２
２
３
へ


